
帰宅困難者支援マップの作成検討会議

専門家によるエリア防災に関するレクチュア

【教育】
　本プロジェクトには都市計画や建築計画を専攻している学部学生、大
学院学生が参加している。東京臨海地域は災害対応や安心して住まい続
けることのできる環境づくりなど、最先端の都市計画や建築計画が進め
られている地域であり、生きた学びの環境を提供してくれる。本年度は
災害に強い都市づくりや多文化共生のまちづくりなど、近年の重要な都
市問題をテーマに取り組んでおり、特に民間企業の担当者や専門家の議
論を間近で見聞きしながら自分たちの提案を発表してきた経験は、将来
的に都市計画、建築計画の技術者となるうえで有益な経験となった。ま
た、物的環境としての建築・都市空間のみならず、災害脆弱性や社会的
弱者に対する生活サポート、都市環境エネルギーマネジメントや経済活
動といった多様な側面から都市を眺める視座を養うことができた。

【研究】
　東京臨海地域においては急激な土地利用の転換をともなう都市づくりが進めら
れており、その過程において発生する諸課題は社会が要請する重要な研究課題で
もある。このような重要な研究テーマを地元企業で構成される豊洲２・３丁目ま
ちづくり協議会を始め、コンサルタントの参画などを得て、適宜エスキスを受け
ながら研究を進めたことで、論文の成果が次年度におけるエリア防災の体制づく
りを進めて行くうえで有益な資料となった。また、新たな研究テーマが企業の専
門家との議論の中で生まれ、次年度における共同研究の可能性が開かれてきた。
プロジェクトを通した産学連携が研究の発展に大きく寄与している。

【社会貢献】
　ここまでの研究成果を活用して、豊洲２・３丁目地区における災害時の帰宅困難
者支援マップづくりが計画されるなど、産学連携による取り組みが具体的な成果
へと結実しつつある。豊洲地区にはオフィスビルや商業施設、マンション、大学な
どの様々な施設が混在しており、異なるセクターの情報共有が困難であったが、学
生のフィールドワークによって情報が一元化され、マップ化の機運が高まったこと
は大学による社会貢献として有益であった。今後は地域住民や地元企業の方々へ
ホームページなどを通した情報発信を検討しており、効果的な情報発信と住民と
のコミュニケーションなどにおいて、大学のさらなる社会貢献が期待される。
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豊洲・有明・東雲・晴海などを含む東京臨海地域は東京オリンピックに向けてインフラの整備が行われ、急激な土地利用の転換が
見込まれている。また、海外からの観光客や外国人居住者の増加が見込まれ、多様性に富む地域となりつつある。しかし、新しい
都市づくりが進められる一方で、高密度居住に起因する災害時のLCP（Life	Continuity	Planning）の確保、子供の安全な遊び
場環境の創出、高齢者が安心して外出できる環境の充実、多様な主体によるコミュニティ形成など、新都市ならではの課題が山積
している。本プロジェクトは、地域の防災力や災害対応能力の育成、安心して暮らすことのできる生活環境のマネジメントの方法
などを検討し、地域と大学とが協力しながら安全安心の都市づくりを推進していく。

C O C 活 動 の 成 果

プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要

「東京臨海地域における安心安全の都市づくりを
推進するロードマップの作成」プロジェクト
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豊洲地域の災害時連携体制の現況分析
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主 な ト ピ ッ ク ス

2017年度連携エリア 江東区、中央区、江戸川区など

　木造密集市街地や海抜ゼロメートル地帯などの災
害脆弱地域が広がる江東区全域を視野にいれなが
ら、豊洲地域を拠点とした防災まちづくりの体制づ
くりや空間づくりについて検討を行った。学部4年
次の「卒業研究」や大学院の「修士研究」のカリキュ
ラムとして、豊洲地区のオフィスビルや商業施設、
マンション、大学などの様々な施設の災害対応能力
や相互の連携体制についてフィールドワークを主体
とした調査を行った。また、学部4年次の「卒業研
究」や修士課程の「修士研究」の一環として、都市再
生安全確保計画を始めとするエリア防災の取り組み
手法について事例研究を行った。そのうえで、豊洲
２・３丁目まちづくり協議会にて活動成果を報告す
るとともに、個々の施設ごとではなく、豊洲地域全
体としてのエリア防災に取り組む方法について検討
を進めている。
　本年度の活動の成果をもとにして、豊洲地域にお
ける災害時を想定した帰宅困難者支援のためのマッ
プの作成を豊洲２・３丁目まちづくり協議会ととも
に進めている。取り組みの端緒として、各地の防災
マップや帰宅困難者支援マップの事例調査を行っ
た。これらの事例を分析しながら、豊洲地区の実情
に即しつつ、大学や住宅とオフィスが混在し、さらに大学も有する豊洲地区の可能性を引き出す独自の帰宅困難者支援マップを作
成するために検討を進めている。将来的には地域住民や地元企業の方々への情報発信を行い、江東区の災害に強い都市づくりに
向けた体制づくりを進めていくために、ホームページなどを通して情報発信していくことを検討している。

災害に強い都市づくり

災害時を想定し
た 運 河 利 用シ
ミュレーション

　急激な土地利用の転換をともなう都市づくりの過程において発
生する諸課題について、プロジェクトに参画する専任教員が相互に
連携しながら調査研究を進めている。本年度は豊洲地域におけるオ
フィスビルやマンションなどの有効空地における子供の遊び場環境
の創出に関する研究や、急激なインフラ整備や住宅供給に応じた都
市環境エネルギーの安定供給などの研究を行った。また、災害時にも
安心して暮らすための取り組みとして、豊洲地域の住民と学生が連
携して簡易ボードによる運河利用のシミュレーションを行った。参加
者も次第に増加しており、災害時のみならず、日常的な防災意識の向
上やコミュニティ形成の取り組みとして継続している。

安心して暮らせる生活環境づくり

西葛西地区でのフィールドワークの様子

　インド人居住者が集積する西葛西地区を対象とし
て、多文化共生のまちづくりについて調査研究を行っ
ている。学部３年次の「ゼミナール２」のカリキュラム
を活用しながら、外国人支援団体やインド人会などの
協力を得ながらフィールドワークやインタビュー調査
を行っている。学部4年次の「卒業研究」では、インド
人女性居住者の外出行動や買物行動、西葛西地区内
に置けるコミュニケーションスペースの実態などにつ
いて分析し、多文化が共生する都市空間について考察
を行った。

多文化共生のまちづくり

豊洲地域の帰宅困難者の受け入れ態勢の現況分析
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